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一部画角の工夫はあるが、性器や結合部は薄く見えており、配慮が少し足りない。借金
の返済のために性行為をしている部分は人格否定と受け取られ兼ねない。最初はレイプ
要素があり段々気持ちよくなる表現は誤った認識を広めかねない。薬物の使用・拘束
（暗示ではあるが）でのレイプ場面がみられる。指定該当やむなし。

コミカルに描かれてはいるものの、意識不明の時に発生した借金返済のために肉体関係
を強要されているという構成。本人が当初、望んでいない行為から快感を得ていくとい
うストーリーは人格否定という見方も出来るかもしれない。性器の描写も生々しい部分
があり指定該当。

薬物を混入させることで本人の自由を奪い同意なき性行為に及んだり、身体的に拘束し
たうえで性行為をするなど、ストーリーは全体的に人格否定的要素が多い。局部のアッ
プも多く、性器の描写において修整がない。または著しく不十分。指定該当やむなし。

人格を否定する性的行為そのもの。暴力団の手口をベースとした内容。指定該当やむな
し。

イケメンヤクザと若いサラリーマンのBLもの。最終的には両想いのカップルとなるもの
の、物語の終盤まで若いサラリーマンは借金の代償としてセックスをさせられる。その
借金もヤクザが経営する店で騙されたような形で背負わされたもの。理不尽な理由で性
行為を強いられる展開は、人格否定そのもの。他の読切作品も含め全体的に性器の修整
が甘い。総合的に見て指定該当やむなし。

BL短編集。画力もネーム力もあり、非常に読みやすい作品集。タイトルからの印象通
り、強制から始まり、恋愛になっていく。コミカルタッチも含まれているので嫌悪感は
うすいが、強制は否めない。性器の消し方は工夫されているが、消しの甘さが青年レベ
ルを超えているので、指定該当やむなし。

各話30p前後の中で、直接的な性行為の描写は10p前後で割合としては多くはない。性行
為描写以外の部分で登場人物の関係性もしっかり描いており、ただ性的な描写を見せた
いための作品ではないと判断できる。しかし性行為の場面では、性器の消しが甘い、擬
音が多い、開脚した結合部の描写があるなど問題となる点も多々ある。ドSというキャ
ラ設定もあり、ひどい言葉もあるが、作中での関係性をしっかり描いているのでお互い
了解の上でのことであると理解できる。ギリギリだが指定非該当。

性描写はやや多いと思われるが、性器はうすく描かれており、ストーリーとしては、恋
愛ものの域であり指定該当とまでは言えない。指定非該当。

ヤクザにハメられ借金返済のためにご奉仕エッチをするストーリー。120p前後の連載に
書き下ろしと読み切り２本。エッチなシーンが多数あるが、卑わいを感じないので指定
非該当。

１作目については、本人の意志に反して一方的に性交を強いられる場面もあるが、次第
に同意する流れになるよくあるパターン。性交シーンも背後からの描写など配慮は見ら
れる。性器描写はうすくてかえって不明瞭になっている。２作目は所々性器描写にリア
ルさを感じる場面もあるが、全編大部分とは言い難い。指定非該当。

条例第18条の２第２項に規定する自主規制団体からの聴き取り結果
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